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第第第第 1111 章章章章    はじめにはじめにはじめにはじめに    

本研究は、中国の D 中等学校の日本語学習者を対象とし、留学経験の有無に焦点をあて、

留学の有無による動機づけの相違を明らかにし、動機づけに関わる要因も考察する。    

    

第第第第 2222 章章章章    先行研究の概観先行研究の概観先行研究の概観先行研究の概観    

自己決定理論は広範な理論的枠組みを提供する可能性を持っており、自己決定性の程度

によって動機づけを 5 つの段階に分け、動機づけを連続体として示している。この理論を

用いると動機のプロセスが見られる。また、個々の学習者に注目し、学習者一人一人の動

機が動的に捉えられる。本研究では学習者の個人の動機づけの変化を捉えることを目的と

するので、自己決定理論を採用した。ただし、この理論を採用した理由はもう一つある。

それは多くの動機づけに関する先行研究では、動機づけに関わる要因は有能感と関係性と

自律性であるとされており、この 3 つの要因には自己決定理論における 3 つの心理的欲求

が含まれているためである。 

高岸(2000)と原田(2008)の研究からは、留学が動機づけに影響を与えていることが分

かっている。そこで本研究では、中国人日本語学習者を対象に調査を行い、留学の有無に

よる動機づけの相違を明らかにし、動機づけに関わる要因も考察する。 

 

第第第第 3333 章章章章    調査概要調査概要調査概要調査概要    

アンケートは廣森（2006）を参考に、協力者が日本留学を目的としている特徴を考慮し、

協力者にとってより適切な質問項目 25 項目を作成した。質問項目の番号を調整し、日本語

と中国語の翻訳を併記した。5 件法の尺度を設定し、自己決定理論を参考とし、自己決定

性の高低を比較した。留学経験がない協力者は 10名、留学中の協力者は 13名で、合わせ

て 23名である。アンケート結果を踏まえ、アンケート協力者の中から 4 人にインタビュー

を行った。留学経験なしの学習者 2 人と留学中の学習者 2 人を対象とし、動機に比較的大

きな差異がある協力者それぞれ 2 人ずつを選んだ。 

 

第第第第 4444 章章章章    アンケート結果の分析と考察アンケート結果の分析と考察アンケート結果の分析と考察アンケート結果の分析と考察    

留学経験なしの学習者の方が内発的動機づけも外発的動機づけも高かった。しかし、無

動機は留学中の学習者の方が高かった。つまり、留学により、動機が低くなる傾向があり、

留学経験が自己決定性を高められるわけでないことが分かった。 

 

第第第第 5555 章章章章    インタビュー結果の分析と考察インタビュー結果の分析と考察インタビュー結果の分析と考察インタビュー結果の分析と考察    

学習成果と達成感が動機を喚起する重要な要因の一つであることが明らかになった。ま

た、具体的な学習目標を持つことが動機を喚起する。外国語習得の重要性と将来の仕事に

繋がると意識することが、自律的に動機を喚起することが分かった。さらに、面目を潰さ

ないためと良い成績を保つことが、動機喚起と強化に有効な働きをしていることも明らか
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となった。加えて、学習者が学習を自己調整していること、そして学習を支援する第三者

の役割も大きいことが分かった。留学による変化は CM2 の例から多く見られた。日本人と

の接触が多くなり、日本語使用機会が増えてくると日本語の重要性を感じるようになり、

動機が強化されるが、日本語力が弱いため、日本人との関係を構築できず、結局動機が下

がるということが生じた。 

    

第第第第 6666 章章章章    総合的考察総合的考察総合的考察総合的考察    

インタビュー結果はほとんどアンケート結果を支持している。内発的動機づけのアン

ケート結果である、知識欲が満たされることが動機を高めることと、授業に対する熱意が

高くないことは、インタビュー結果でも確認できた。また、楽しくない授業は中国人教師

の授業を指し、楽しくない理由も判明した。それは学習者と教師との関係性が欠けており、

授業が学習者のニーズを満たせないからである。つまり、内発的動機づけは、有能性及び

関係性と密接な関係があるということである。 

また、重要な他者である日本人・友人・親・教師は動機に大きな影響を与えることが分

かった。特に、中国人教師にできることが多いことを示している。だが、友人からの影響

は必ずしも動機にプラスの効果を与えるわけではない。友人との関係は、単に良好な関係

であることが必要なだけでなく、有能感を介して動機に作用する。 

さらに、具体的な目標を持っている学習者は、自律性が高いことが分かった。 

まとめると、自己決定理論の 3 つの心理的欲求は相互作用している。有能感は動機づけ

に強く影響している。良好な関係性は動機づけに影響を与えているが、有能感を介して動

機に作用することもある。自律性は有能感を介して動機に作用している。たとえば、CF2

は有能感を感じているため、自律的に学習に取り組んでいるが、CM2 は勉強などに対応で

きないため、有能感を感じられず、その結果関係性もうまく構築できず、動機が低かった。 

    

第第第第 7777 章章章章    おわりにおわりにおわりにおわりに    

学習者は日本語使用機会を求めているため、中国ではアウトプットを重視した授業がさ

らに必要であり、留学後の学校側は日本また日本語に関するリソースを活用したり、日本

人と接触できる機会を作ることに努力したりする必要もある。中国人教師は教室活動や教

授法を工夫しなければならない。また、学習者に具体的な目標の達成を促すことが必要で

ある。 
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